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　　「理科 は難 しい 。又 、堅 苦 しくて 面白 くない 。 」 とい う 、 学生 ・生徒の声をよ く聞く 。 「わ

か りに くい 」 こ との 原因の
一

つ に 、用語の 問題があ る ．口常生活で 使わない 学術用語を用い た

り、と きに は 、H常生活の 聡語 を、特殊 な意味に用い た りして 、学習者を悩 ませ る こ とがある 。

　 用語はその 文字 （漢字 ）か ら判断す る ことが多い 。理 解 しに くい 用語、誤解しや すい fH語に

っ い ては 、 その 文字の意味を よ く理解させ る必要が ある 。昭和63年及び平成2年改訂の 学術用語

集動物学編 ・植物学編で は 、例 えば 騒 」な ど、常用漢字以外の 文字が学術用に 1製っ て使用が

認め られ たの も 、か なで は真意が伝え に くい か らで あろ う。また ．用語の 文字 （漢字）の 由来

を知 るこ とに よ っ て 、理解 しや す くした り、興味を もたせ る事の で き る場合もある e

　 筆者はこれ まで に 、 物理 v化学一 地学の領域で 、その こ とに つ い て述べ て きたの で 、 今回 は

生物領域の 用語の
一

部に っ い て述べ る 。 岩波生物学辞典等では 、動物 ・植物の 名称は取 り上げ

られ て い ない 。しか し 、こ こ で は 、広 義に 、小
・
中

・
高校の 理 科の 授業1こで て くる動物 ・植物

の 名称も含める こ と に した 。

　 学習指導要領の改訂で 、身近な事物
・現象が多 く取 り上げられる よ うに なっ た 。中村浩氏が

言 っ て い るよ うに 、生物に 親 しむ第
一

歩は 、そ の 名を知 る と い うこ とである。勤物 ・植物の 名

は 、教科書で は 力 タカ ナ で か くこ とに な っ て い る 。い ろ ん ない きさ つ があ っ て その ように な っ

たの であろ うが 、漢字で表 してみ ると 、以外に面 白い こ と もあ る 。

　
一

例 として 、 「ム シ」 に つ い て述べ て み る v 虫とは
一

般に昆虫の こ とと思 っ て い る人が 多い 。

D 社の 生活科の 1年の 教科書に 、 「む し とあ そぼ う］ とい う題が あ り、ア リ ・テ ン トウ ム シ ・

ダ ン ゴ ム シ t カタ ツ ム リの 図が載 っ て い る 。 「力 タツ ム リが虫か ？　団子虫も昆虫で はない 。 」

と思わ れた人 も多い と思う 。t｛1口 大学教育学部外 学校教員養成課程の 学生 21 名に き い て み た

が 、団子 虫は 12 名 、力 タツ ム リは 6 名が虫と答え 、他の 者は虫で はない と答え た．

　 しか し 、団子虫には 「虫」 と い う字が つ い て い る し、カ タ ツ ム リも、デ ン デン ム シ と い う別

名がある し 、 蝸牛 とも書き 、 「蝸 」だ けで もカ タ ツ ム リの 意で ある 。 昔か ら両者と も 1虫」 と

し て 取 り扱わ れ て きた の で ある 。しか し 、曖昧な言葉で 、学術 用語と し ては 、 「虫」 と い う分

類はない D

　 また 、 「ム シ」 の漢字 も常用漢字の 「虫」 と 、常用漢字には ない 1蟲 1 が ある ．

手元の 国語辞典 ・漢和辞典で調 べ てみ る と 、次の よ うで ある （抜粋 ）。

　広辞苑 ：  本草学で人類 ・獣類
・
鳥類 ・魚介以 外の 小動物の 総称 。 昆虫など ．   以 下略

　藤堂明1騙 、学研漢和大辞典 1 虫 ： ま む し

趨 ：   　む し、昆虫の総称

　　  動物 の 総称、羽虫は鳥 類 、毛 虫 は獣類、甲虫は亀類 、鱗虫は無 頁、裸虫 は人類の こ と 。

　 懈 字 〕虫は 、へ び の 形 を描い た象形文字で 、まむ し の こ と 。蝨 は虫を三 つ あわ せ た会意文

字 で 、多くの うじむ し．転 じて 、い ろ い ろ な動物をあ らわす 。も と、虫と蟲 は別の 字で ある が 、
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1」本理科教育学 会

の ち 、虫の字を蟲の 略字 と して 鵤い る 。

　次に 、昆虫の 「毘」の字につ い て 、そ の意味を前記の 学生に 尋ねてみ たが 、わ か る者 はい な

か っ た。辞書をひい てみ る と 、藤堂明保編、学研漢和大辞典で は

　 昆 ： なか ま、むれ 、まる く集ま っ たな か ま、その 代表的なもの が こ ん 虫で ある 。

昆の 字は 、 「日＋比 （ならぶ ）」の 会意文字で 、多 くの 者が日光の も とに並ん だこ とを示 す 。

　実 際に 、木や草の 葉に幼虫の 群が る様子をみ れば 、蟲 の 字や 、毘虫の 意味が な る ほ どと感 じ

る で あろ う。

　昆 虫の ぼかに 、は虫類 （トカゲ ・ヘ ビ ・
ワ ニ などの類）や鉢虫類 （くらげの 類）は 、 「虫」

の 字の つ く類で ある し、両生類の fカ エ ル 」 も漢掌で は 「蛙」 で 、虫偏の字であ る 。蛙の 字 は 、

「意符の 虫と音符圭」 で 、圭は蛙の鳴き声を表すとい うの も面白い 。

　次に 、櫻 （桜）、百合 （ユ リ）の字の 由来を学生に想像させ て み た 。

櫻 ： 「花び らが貝の ように見え たか ら貝を入れ 、女性を思い 起こ させ るか ら女の 字を入れ た 。

　 （木偏につ い て は省略）」

　　 「本 の ぞぱ に女の 入が い た ら、一ヒか ら貝の ような花び らが降 っ て きたこ とか ら、こ の よう

　 な字にな っ た と思 う。」

百合 ： 厂ユ リの美 しさ は 、米百含に値する と い う意味であろう 。 」

　　 r他の 花 を百個合わせ たよ うに美 し い 花だか ら。」

　 これ に対して 、辞書で は次の よ うに な っ てい る （抜粋）。

藤堂明保編 、学研漢和大辞典 ：櫻 ：嬰 （エ イ）は 唄 二 つ や如 の 会意文字で 、貝印を並べ て 、

　首に 巻 く首飾 りを表し 、とりまく意を含む。攫は F木 ＋ 音符嬰」 の 会意兼形声文字で 、花が

　本を とりまい て 咲 く木。

百合 （ヒ ャ クゴ ウ） ；   多くの 香 りを調合 した香   ゆ り科の植物の総称．山野に 自生 し、

　また栽培す る 。 花は大き く、か お りが 強い 。ゆ り とも読む 。

岩波漢和辞典 ： 百合 （ゆ り） ： 草花の 名 。 細片が多数重な り合 っ た根を持っ こ とか ら 「百合」

　 と名づ ける 。 　（厳憲 には地 ド茎 で あ る。）

　生物の 名や 、生物学用語の 漢字の意味を学ぶ こ とに つ い て 、学生 の感 想を尋ねて み た 。

「漢宇は その 生物の 特徴等 を表 して い るか ら、漢字 と結び付けて 、tw　“植物を教え る と 、イ ン

パ ク トが強くてよ い と思 う 。 」

「面白い と思 い ます 。昔の 入の 心もわ か っ て 、楽 しい 気持 ちに な ります 。」

　漢脚 ）由来など は 縮 B濾させ る必要 はな く、ときお り取 り扱 っ て み れば 、面白い と思う 。
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